
　つい先日、オーストラリアにあるカーディニアインターナショナルカレッジとの定例の理事会というものが

あり、カーディニアのキャサリン校長先生をはじめ、理事の先生方とオンラインで会議を行いました。理事会

は現在の学校の状況や、カレッジのこれからの未来の経営戦略等を検討するため、専門用語が飛び交うとても

難易度の高い責任重大な会議です。事前に資料を全て目を通し理解した上で、当日の会議で質問したり意見を

言ったりすることが求められます。これまで、会議の中でなかなか生産的な意見が言えなかったり、理事会に

貢献できていないのではないかという思いもありました。

　しかし、今回から新たな試みとしてMicrosoft Teamsの「インタープリター」という同時翻訳機能を使

い、ミーティングを行いました。その機能を使うとAIがそれぞれの出席者の声を認識し、同時翻訳し、英語で

話された内容を日本語に即変換し、逆にこちらが話した日本語を英語に即時変換するものでした。変換機能の

クオリティはまだまだでしたが、事前に読み込んだ資料の要約と、会話の中での推測を合わせると、理解する

には十分でした。会議の質も向上し、こちらの理解度も向上し、理事としての役割をこれまで以上に果たすこ

とができたと感じました。私だけでなく、会議に参加した全員が、今回の革新的な一歩に達成感と充実感を抱

き、理事会としての結束力が強くなったのを感じました。

　こうしたことがこれからさまざまな領域で起こることになります。これまで頭を悩ませていたことが一瞬で

解決されたり、自分には到底無理だと思っていたことが可能になったり。できることが飛躍的に増えていき、

自分の可能性を無限に引き上げてくれることになります。生きる世界も、地域という範囲から日本全国、世界

中が自分の活躍できるフィールドになっていき、あらゆる国々の人とのコミュニケーションが可能となり、人

間関係は無限に広げることができることになります。

　では、なぜ私たちは学ぶのでしょう。学ぶ必要性はどこにあるのでしょう。それは、AIにできないことがた

くさんあるからだと思います。どれだけ優秀だとしても、AIが皆さん以上に人間らしくなることはありませ

ん。AIが万能であったとしても、皆さんのように人の心を本当の意味で感じることはできません。人間らし

さ、泥臭さ、豊かな心を持つことに、これから先、とても大きな価値が生まれます。また、人の心を感じる

力、倫理観や規範意識ということがとても大切な時代になっていきます。

　昨日のオンライン会議で達成感や充実感があった一方で、何か釈然としないものや、違和感のようなものが

ありました。本当に相手と対話できたのかということです。本当に自分の言いたいことが、適切な表現や言い

回しで伝えることができていないのではないかということです。誤解が生じていないか、相手への配慮が十分

にできていたのか、正直わかりませんでした。相手に情報は届けることはできましたが、「自分らしさ」がど

こまで伝わっていたのでしょう。多少下手でもいいから英語で伝えたほうがよかったのではないかとも思いま

した。自分の考えは自分の言葉で言わなくてはいけないのかもしれない、そんなふうに改めて感じます。

　これからの時代、私たちが学び続けることには必ず理由があります。学ぶ意味はより本質的なものとなって

いきます。大学受験で使うから、仕事で使うからということはあくまで通過点で、その意味や目的は今後大き

く変化する可能性があります。しかし、私たちが人間らしくあるためには、さまざまな科目を学び続けていく

必要があり、さまざまな分野の見識を深めることにより、目の前の相手のことや、社会のことや、自分自身へ

の深い理解へと繋がっていきます。AIによって激変する社会の中で、人らしく、自分らしくいるために、学び

続けていく。それはこれからもきっと変わることはありません。
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当事者としての意識を持つ 安心安全な居場所を作るために

保護者の皆様へ

２学期始業式・表彰伝達
　８月２８日（金）２学期始業式が行われました。生徒会長の剱持さんの

お話にもあったように、長期休暇明けはどうしてもリズムを取り戻すのに

時間がかかるものですが、焦らず、時には立ち止まりながら、前を向いて

歩いていきましょう。

　表彰式では、夏休みの部活動の活躍や漢字検定の合格者の表彰が行われ

ました。全国大会に出場した空手道部は女子団体組手で春夏連覇となる全

国優勝を達成しました。ホッケー部は全国大会初戦で敗れましたが、勝利

に向かう選手たちの最後まで諦めない姿勢はとても素晴らしかったと思い

ます。１４年ぶりに東部大会で金賞を獲得し、県大会に進出した吹奏楽部

も素晴らしい演奏を披露してくれました。卓球部はジュニア東部地区予選

で、こちらも素晴らしい成績を残してくれました。漢検に合格した２名も

日頃の努力がこうして形となったことを心から嬉しく思います。

　皆さんのこうした活躍の裏には、必ず誰かの支えがあり、自分のこと以

上に応援し声援を送ってくれる存在がいます。そうした存在を忘れないで

いただきたいですし、それが御殿場西高校の最高の一面だと思います。

　いつも本校の教育活動に対しご理解とご協力をいただき誠にありがとうご

ざいます。新学期が始まりましたが、ご家庭でのお子さんの様子はいかがで

しょうか。３年生はいよいよ進路実現の大切な時期を迎えますので、生活の

リズムや体調管理がとても重要となっていきます。自分の進路、仲間の進路

実現に向けて、１日を大切に過ごしていきましょう。

＜９月の予定＞　

９月１５日（火）　第３回　献血

９月２８日（月）　第４回　キャリア講演会（グローバル系）

９月２９日（火）　Kardiniaより教員グループ来校

９月３０日（水）　探究ゼミ中間発表会

　ここ数ヶ月の間に、日本国内に限らず世界中でさまざま

な災害が起こっています。記憶に新しいのは大雨による被

害で日本国内もこれまで経験したことのない規模の被害が

出ています。また、ネパールでは土石流が発生し多くの方

が亡くなり、現在も行方不明者が数千人に及んでいます。

こうした出来事に対し、自分には特には影響がない、関係

がないこととして捉えるのか、あるいは自分に何かできる

ことがあるのかと考えるのかによって、大きく行動が変わ

ってきます。当事者の一人としての意識を高め、どうした

ら貢献することができるのかを考えていきましょう。

　１学期の終業式、２学期の始業式、生徒部長の関野先生

から学校生活におけるスマートフォン、SNSの適切な利用

等について厳しい話がありました。AIを搭載した最新のデ

ジタルツールにより、わたしたちは非常に便利な世の中を

生きている反面、非常に危険な状況にあることも事実だと

思います。他者の側に立って気持ちを感じ取る共感力、社

会のルールを理解し守っていく倫理観や規範意識が、こう

した時代だからこそ、これまで以上に求められています。

　御殿場西高校では安心安全な居場所をつくることをスク

ールビジョンとして掲げています。生徒が自分らしくいら

れる帰属意識を感じられる居場所をつくっていきます。そ

して同時に、誰かの居場所を脅かす行為に対して、学校と

して厳格な姿勢で毅然とした対応をとってまいります。学

校はすべての生徒や教職員にとって安心安全な場所でなく

てはなりません。そうした居場所を守っていくためにも、

生徒の皆さんには伝え続けていきたいと思います。
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